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                     曽木小学校 校長 川畑由美子 

 6月 26日（金）に「姶良・伊佐地区道徳研修会」を、曽木小を会場に開催しました。姶良・伊佐地

区の小学校をはじめ市町教育委員会から 80人程の先生方が来校し、研究発表や３・4年、５・6年の

道徳の授業を通した研修会を行いました。 

 曽木小学校がめざす「道徳の授業」は、「親切にしましょう」「思いやりの心をもちましょう」と、

子供たちを納得させる授業ではなく、子供たちが主体的に考えを深める授業をめざしています。親切

にすることは大切なことだと分かっているのに、なぜ、迷ってしまうのだろうか。そのような人の心

の弱さや心の揺れに目を向けて、自分の心と向き合い考えます。また、「親切にできない」「できる」

考えの友達の意見や理由を理解しながら、さらに自分自身を見つめ考えを深めていきます。頭の中は、

ぐるぐるめまぐるしく思考し、迷い、葛藤するのです。  

日常生活の中でも、してはいけない行動だと分かっているのに、ついしてしまうことは多くありま

す。そんなときに、道徳の学習を思い出し、生き方につなげられるようになることをめざしています。 

 当日は、それぞれの学級を 40 人程の先生たちが囲み、緊張もマックスに達した子供たちだったよ

うですが、いつものとおりに考えを聴いたり話したりしました。「わたしは困っているんだから声を

かけようと思うけど、A さんはどう思うの？」「わたしは恥ずかしいから声はかけられない」「確か

に、ぼくも声をかけるのは恥ずかしいよ。」「自分は○○な経験があるから、声をかけたい。」など

と、子供たち同士で語り合う姿に、参観された先生たちが、『授業に感動した』『子供たちの語り合い

が素晴らしい』『子供たちがこんなに話し合えるなんて驚いた』などと感心された様子でした。 

がんばった子供たち、がんばってきた先生たちに心から感謝しました。 

また､愛校作業で､来客を迎えるための学校の環境を整えてくださった､保護者の皆様､地域の皆様に

心から感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

  さて、今各学級で発達段階や実態に合わせて「いじめ・情報モラル」についての指導を行って 

います。先日、〔緊急連絡〕として各家庭に通知し、学校保健委員会でも話題にしましたが、 

学校で、家庭で、地域で次のようなことを伝えて、未然防止に努めていきたいと思います。 

１ 「いじめは絶対に許されない行為であること」をふまえ、「いじめ防止対策推進法」という 

『法』に触れる行為であること」また、いじめは「人権侵害」に当たること 

２ 友達を誹謗中傷するようなことを、ノートや壁、黒板等に落書きやいたずら書きをしては 

いけないこと 

３ ゲームやタブレット、携帯メール等で他人・友達を誹謗中傷、仲間外しする 

ような書き込みをしないことや、画像や人格を傷つけることを SNSに投稿 

してはいけないこと 

※ 未然防止のために、ゲームやスマホのルール作り・管理は、保護者の責任の 

もと確実に行ってくださいますようお願いいたします。 
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「曽木の子供たち・先生たちはすごい！」 

曽木小ブログ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ７月 】 

17日（金）1学期終業式（給食あり） 

21日（火）～27日（月）プール開放 10:30～11:30 

【 ８月 】 

13日（木）・14日（金）学校閉庁日 

 

15 日(土)校区夏祭り 18:00 スタート 
※子供たちも歌とダンスで参加予定 

（子供たちは舞台横に 18:15 に集合） 
 

21日（金）出校日《宿題提出あり》 

23日（日）第 2回 愛校作業 

【 ９月 】 

9月 1日（火）2学期始業式（給食あり） 

７月後半～８月の行事予定 

２泊３日のふるさと学寮で、地域の方々に感謝！！ 
今年度も６月１８日（木）～２０日（土）の２泊３日で『ふるさと学寮』が行われました。曽木小学

校の４～６年生１６名と針持小学校の６年生１名の計１７名参加しました。初めての合同開催でした

が、子供たち全員が「とても楽しかった」とアンケートに答えるほど充実した内容でした。 

学校への登下校・食事・宿題・入浴・宿泊等を地域の方々に支援してもらいました。特にもらい風呂

やその場所までの送迎は、子供たちにとって地域の方々と触れ合う良い機会となったようです。また、

家族と離れて過ごした２泊３日は、子供たちにとって学びの多いたいへん貴重な体験になりました。 

最終日には、お世話になった地域の方々一人一人にお礼のメッセージを書きました。書いた感想は、

「たくさんの思い出ができてとてもうれしいふるさと学寮になりました。」「みんなでご飯を作ったり

宿題をしたり、ゲームをしたり一緒に寝たりとても楽しかったです。」「ご飯を一緒に作ってくれたり、

もらい風呂に入れてくれたりしてくれた支援者の方々にとても感謝しています。」「人のお風呂に入る

のは初めてだったのでいい経験だと思いました。いろいろな人と仲良くできてうれしかったです。」な

ど、子供たちの喜んでいる姿が目に浮かぶようなものばかりでした。 

たくさんの素敵な経験・体験をさせてくださった地域の方々、本当にありがとうございました。 

 

第１回 PTA愛校作業 
６月２１日（日）に第１回 PTA愛校作業を行いま

した。地域の方々の協力もあり、たくさんの方々が参

加してくださいました。上下校庭の周りやプールサ

イド、校舎や体育館の裏など、子供たちが普段活動す

る場所やなかなか手の行き届かない学校の隅々まで

草を刈っていただきました。 

約１時間半で、学校内がとてもきれいになりまし

た。御協力いただき、ありがとうございました。 

次回、第２回 PTA愛校作業は８月２３日（日）を

予定しております。よろしくお願いいたします。 

姶良・伊佐地区小学校道徳教育研修会 
曽木小学校では、昨年度から２カ年計画で道徳教

育の研究・研修に取り組んでいます。本校のグラン

ドデザインに掲げられている《めざす子供像》にも

書かれている『相手の話を共感的に聴き、考えを伝

え合う子供の育成』をテーマに研究を行っています。 

6 月 26 日（金）は、3・4 年生、5・6年生がそ

れぞれ「親切・思いやり」について公開授業を行い、

その授業を同地区内の先生方が８０名ほど見に来ま

した。授業では、子供たちが一人で考えたり、グル

ープで考え話し合ったり、全員で意見を出し合った

りと頑張る姿が多く見られました。多くの先生方の

前での授業に、始めは緊張していた子供たちも、授

業が進むにつれて積極的に発表する姿や話し合う姿

が見られるようになり、子供たちが主体的・協働的

に学習する場面が多くありました。 


